
■ベトナム：第1原発の着工が遅延の見込み 

科学技術環境省（MOSTE）傘下の科学技術研究所（VAST：Vietnam Academy of Science and 

Technology）は2013年 11月 7日、ロシアの支援により建設する第1原発（200万kW：2020年完

成予定）について、当初計画では 2014 年に着工することになっていたが、ロシアの事業化調査（F

／S調査）が年内に完了しても、ベトナム側の審査に時間がかかるため、着工が約 3年ほど遅延する

見込みであると発表した。それによると、国家審査評議会（NEC：National Examination Council）

が F／S調査報告書を審査するのに 12カ月、ロシア側が詳細設計（D／D）を完成させるのに 18カ

月、ベトナム側がD／Dを審査するのに 8カ月かかり、最低でも 38カ月間が必要になるとされる。

この予測結果はMOSTE経由で国会に提出される。 

 


